
朝
鮮
三
国
時
代
に
お
け
る
対
外
関
係
史
研
究

目
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一
節
古
代
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係
史
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現
在
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一
項
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代
に
お
け
る
対
外
認
識
と
交
流
範
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項
東
ア
ジ
ア
対
外
関
係
史
研
究
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向

第
二
節
本
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文
の
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題
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節
本
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文
の
構
成

第
一
章
判
鮮
三
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対
中
国
関
係

第
一
節
本
車
の
目
的

第
二
節
高
句
胞
の
対
中
国
関
係

第
三
節
百
済
の
対
中
国
関
係
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四
節
新
羅
の
対
中
国
関
係

第

五

節

小

結
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貢
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西
晋
と
粛
慎
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北
朝
と
繭
慎

第
四
節
高
句
麗
と
踊
慎
朝
貢

第

五

節

小

結

朝
鮮
三
国
時
代
に
お
け
る
対
外
関
係
史
研
究

赤
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第
三
草
加
耶
諸
国
の
対
外
関
係

第
一
節
本
章
の
目
的

第
二
節
金
官
加
耶
の
鉄

第
三
節
金
官
加
耶
に
対
す
る
倭
の
軍
事
的
援
助

第
四
節
加
耶
諸
国
の
衰
退
と
倭

第
一
項
大
加
耶
と
倭

第
二
項
目
本
列
島
に
お
け
る
製
鉄

第

五

節

小

結

第
四
章
六
世
紀
の
日
朝
関
係

第
一
節
本
章
の
目
的

第
二
節
欽
明
期
(
五
四

0
1
五
七
二
の
日
朝
関
係

第
三
節
敏
達
期
(
五
七
二

l
五
八
五
)
の
日
朝
関
係

第
一
項
高
句
麗
と
の
関
係

第
二
項
敏
逮
期
の
対
外
政
策

第
四
節
推
古
期
(
五
九
三
1
六
二
八
)
の
日
朝
関
係

第
一
項
遣
問
使
の
派
遣

第
二
項
推
古
期
の
対
外
政
策

第

五

節

小

結

第
五
章
古
代
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
仏
教
と
対
外
関
係

第
一
節
本
章
の
目
的

第
二
節
高
句
腿
・
百
済
の
仏
教
受
容

七



第
三
節
高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
銘
文

第
一
項
高
句
麗
の
仏
教
銘
文

第
二
項
百
済
の
仏
教
銘
文

第
四
節
高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
銘
文
と
北
朝
仏
教
銘
文

第
一
項
高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
銘
文
の
特
徴

第
二
項
北
朝
造
像
銘
と
の
比
較

第

五

節

小

結

結
論

序

=ム
肩悶

対
外
関
係
史
と
は
、
人
と
人
と
の
交
流
の
歴
史
で
あ
る
。

人
々
の
交
流
の
範
囲
は
、
自
身
の
所
在
地
を
中
心
と
し
て
徐
々
に
外
へ
と
広

が
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
ほ
ど
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
な
い
古
代
に
お
け
る

交
流
範
聞
は
必
然
的
に
限
定
さ
れ
、
交
流
頻
度
に
比
例
し
て
、
容
易
に
交
流
で

き
る
近
隣
に
対
す
る
認
識
は
鮮
明
に
な
り
、
遠
方
に
対
す
る
認
識
は
希
薄
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
人
々
の
外
国
観
に
対
し
て
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

た
と
推
察
さ
れ
、
実
際
の
交
流
活
動
と
対
外
認
識
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る

と
い
え
る
。

中
国
に
お
い
て
は
、
強
烈
な
民
族
中
心
主
義

(SZongEω
ヨ
)
に
基
づ
く

中
華
思
想
・
華
夷
思
想
を
根
底
に
、
五
服
・
九
服
と
い
う
世
界
観
が
確
認
で
き

る
。
こ
れ
は
理
念
的
な
世
界
観
で
は
あ
っ
た
が
、
前
漢
に
よ
る
西
域
経
営
・
朝

鮮
四
郡
設
置
な
ど
に
よ
っ
て
具
体
的
に
周
縁
の
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
周
辺
諸
国
と
の
問
に
官
爵
授
受
を
媒
介
と
す
る
「
冊
封
」
に
よ
る
世
界

ー七

秩
序
が
構
築
さ
れ
た
。
冊
封
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
た
世
界
の
内
部
に
属
す

る
の
は
、
朝
貢
な
ど
に
よ
り
中
国
と
定
期
的
か
つ
相
互
的
関
係
を
有
し
た
国
・

地
域
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
理
念
的
な
世
界
観
で
あ
っ
た
五
服
・
九
服
は
、
よ
り

具
体
性
を
持
っ
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
対
外
関
係
史
を
考
察
す
る
上
で

重
要
な
意
義
を
持
つ
の
が
、
西
嶋
定
生
氏
の
提
陥
す
る
東
ア
ジ
ア
世
界
論
・
冊

①
 

封
体
制
論
で
あ
る
。
西
嶋
氏
の
い
う
「
東
ア
ジ
ア
世
界
」
の
構
成
指
標
は
「
漢

字
文
化
・
儒
教
・
律
令
制
・
仏
教
」
の
受
容
で
あ
り
、
こ
の
指
標
に
従
え
ば
中

国
・
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
・
日
本
を
包
括
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

中
国
文
化
が
独
自
に
波
及
す
る
こ
と
は
な
く
、
中
国
の
政
治
的
権
力
・
権
威
を

背
景
に
伝
播
す
る
。
そ
の
背
景
こ
そ
が
「
冊
封
」
で
あ
る
と
西
嶋
氏
は
指
摘
す

②
 

ヲ
ハ

v

。こ
の
束
ア
ジ
ア
世
界
論
・
冊
封
体
制
論
に
つ
い
て
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
関

係
に
一
定
の
規
則
性
を
見
出
し
、
東
ア
ジ
ア
の
対
外
関
係
を
理
解
す
る
上
で
重

要
な
論
理
を
提
供
し
た
と
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
様
々
な
批
判
も
提
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
批
判
は
大
き
く
分
け
て
、
以
下
の
三
点
に
収
倣
で
き
る
。
第
一
に

③
 

「
東
ア
ジ
ア
世
界
」
と
い
う
枠
組
み
自
体
に
対
す
る
批
判
、
第
二
に
周
辺
諸
国

④
 

の
主
体
性
・
主
体
的
発
展
を
十
分
に
解
明
で
き
な
い
と
い
う
批
判
、
第
三
に
地

域
・
時
代
を
越
え
て
普
遍
的
に
適
用
で
き
る
の
か
と
い
う
批
恥
で
あ
る
。

こ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
世
界
論
・
冊
封
体
制
論
の
批
判
的
継
承
か
ら
、
近
年
、

冊
封
体
制
に
影
響
さ
れ
な
い
中
国
周
辺
諸
国
の
自
立
性
と
独
自
の
交
流
に
注
目

が
集
ま
り
、
周
縁
と
周
縁
の
関
係
な
ど
、
周
辺
諸
国
が
有
す
る
独
自
の
国
際
秩
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序
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
古
代
朝
鮮
対
外
関
係
史
研
究
に
お
い

て
も
同
様
に
、
例
え
ば
日
本
と
の
関
係
な
ど
、
冊
封
体
制
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

朝
鮮
諸
国
の
自
立
的
な
対
外
関
係
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

「
冊
封
」
や
「
朝
貢
」
を
紐
帯
と
す
る
国
際
秩
序
は
、
必
ず
し
も
安
定
し
た

世
界
秩
序
で
は
あ
り
え
ず
、
例
え
ば
中
国
と
直
接
国
境
を
接
す
る
高
句
麗
な
ど

は
、
冊
封
体
制
下
に
あ
っ
た
と
し
て
も
常
に
中
国
の
動
向
に
注
意
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
冊
封
体
制
は
理
念
的
な
側
面
が
あ
り
、

そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
宗
主
国
・
被
冊
封
国
の
関
係
も
ま
た
実
態
を
伴
わ
な
い
部

分
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
「
冊
封
」
や
「
朝
武
」
は
全
く
無
意
味
な
も
の
で
は
な
い
。
例
え

ば
、
茂
木
敏
夫
氏
は
、
朝
貢
体
制
に
つ
い
て
「
双
方
に
と
っ
て
軍
事
力
に
必
要

以
上
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
、
き
わ
め
て
安
価
な
安
全
保
障
の
た
め
の
装
置
」

⑦
 

で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
貌
晋
南
北
朝
の
分
裂
期
な
ど
、
中
国

が
「
問
罪
」
と
し
て
朝
貢
国
に
対
し
て
武
力
行
使
を
行
う
余
裕
が
な
い
時
期
に

は
、
冊
封
体
制
・
朝
貢
体
制
は
理
念
的
な
側
而
が
強
調
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

中
国
を
冊
封
体
制
の
中
心
た
ら
し
め
る
の
は
、
朝
貢
な
ど
周
辺
諸
国
に
よ
る

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
冊
封
体
制
は
中
国
か
ら
の
一
方
的
な
押
し
つ
け
の
関
係

で
は
な
く
、
被
冊
封
国
も
中
国
と
の
良
好
な
関
係
維
持
や
文
化
導
入
な
ど
様
々

な
事
情
の
下
、
そ
の
関
係
を
維
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
中
国
と
周
辺
諸
国

の
聞
に
双
方
向
的
な
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
論
文
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な
双
方
向
的
な
冊
封
体
制
と
、
周
辺
諸
国
間

で
展
開
し
た
個
別
的
な
対
外
関
係
を
如
何
に
し
て
統
括
的
に
考
察
し
て
い
く
か

朝
鮮
三
国
時
代
に
お
け
る
対
外
関
係
史
研
究

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
論
文
で
は
中
国
・

日
本
双
方
と
密
接
な
関
係
を
有
し
た
朝
鮮
諸
国
の
対
外
関
係
を
主
軸
に
鋸
え
て

考
察
し
た
。
と
り
わ
け
、
朝
鮮
諸
国
が
自
国
の
利
害
に
基
づ
く
対
外
関
係
を
確

立
さ
せ
、
頻
繁
に
中
国
に
朝
貢
使
を
派
遣
し
た
五
i
七
世
紀
、
所
翻
「
朝
鮮
三

国
時
代
」
に
焦
点
を
当
て
、
日
中
韓
三
地
域
に
お
い
て
展
開
し
た
具
体
的
な
交

流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

第
一
章

朝
鮮
三
国
の
対
中
国
関
係

本
章
で
は
、
本
論
文
の
導
入
と
し
て
、
朝
鮮
諸
国
・
中
国
間
に
お
け
る
「
附

封
」
を
紐
帯
と
す
る
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
と
り
わ
け
、
当
該
時
期
の
高

句
麗
・
百
済
・
新
羅
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
領
土
拡
大
を
対
外
政
策
の
主
軸
に

据
え
、
高
句
麗
は
南
進
政
策
、
百
済
・
新
羅
は
加
耶
地
域
侵
攻
を
主
政
策
と
し

て
い
た
こ
と
を
基
軸
に
、
各
国
の
対
中
国
関
係
の
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

高
句
胞
は
朝
鮮
三
国
の
中
で
唯
一
、
中
国
と
直
接
国
境
を
按
し
、
何
度
も
中

国
の
侵
攻
を
被
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
三
国
の
中
で
最
も
頻
繁
に
朝
武
使
を

派
遣
し
、
冊
封
体
制
下
に
お
け
る
自
国
の
安
全
を
図
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
、

高
句
麗
に
と
っ
て
冊
封
体
制
が
単
な
る
理
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
直
接
的
な

武
力
行
使
を
被
る
可
能
性
を
持
つ
、
現
実
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

百
済
・
新
羅
は
朝
鮮
半
島
南
部
の
加
耶
地
域
へ
侵
攻
す
る
た
め
、
隣
接
す
る

倭
に
協
力
を
求
め
た
。
そ
の
際
、
両
国
は
倭
の
軍
事
的
援
助
を
得
る
た
め
、
積

極
的
に
中
国
の
先
進
文
化
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
百
済
・
新
維
の
対
中
国

一
七
三



外
交
は
、
冊
封
体
制
の
中
に
自
国
を
位
置
づ
け
る
の
み
な
ら
ず
、
中
国
文
化
の

受
容
と
い
う
側
面
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
百
済
は
南
朝
偏
重
外
交
を
展
開
し
、
南
朝
を
中
心
と
す
る
冊
封

体
制
に
参
与
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
高
句
麗
の
よ
う
に
直
接
的
な
武
力
行
使
を

想
定
し
な
い
、
理
念
的
な
冊
封
体
制
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
中
国
を
中
心
と
す
る
国
際
社
会
の
中
に
知
何
に
し
て
自
国
を
位

置
づ
け
て
い
く
か
と
い
う
問
題
に
は
、
朝
鮮
諸
国
各
々
が
置
か
れ
た
状
況
が
強

く
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

本
章
で
は
、
朝
鮮
三
国
と
中
国
・
日
本
の
関
係
を
通
し
て
、
中
国
を
中
心
と

す
る
国
際
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
利
害
を
媒
介
と
す
る
具

体
的
な
対
外
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

第
二
章

高
句
麗
と
粛
慎
朝
貢

本
章
で
は
、
冊
封
体
制
下
で
展
開
し
た
、
高
句
麗
・
南
北
朝
聞
の
「
粛
慎
精

矢
」
を
紐
帯
と
す
る
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
特
に
、
高
句
麗
の
広
開
土
王

(
在
位
三
九
一

l
四
一
二
)
・
長
寿
王
(
在
位
四
二
ニ
1
四
九
二
に
よ
る
積
極

的
な
南
進
政
策
の
背
景
と
し
て
、
高
句
麗
が
中
国
と
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る

た
め
に
「
粛
慎
」
朝
貢
を
利
用
し
た
点
に
つ
い
て
注
目
し
た
。

粛
慎
は
、
中
国
東
北
部
に
居
住
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
西
晋
時
代

以
降
、
粛
恨
の
朝
貢
は
遠
夷
来
貢
の
象
徴
と
し
て
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

貌
晋
南
北
朝
の
混
乱
期
に
お
い
て
は
、
自
国
の
正
統
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
重

視
さ
れ
、
「
粛
慎
朝
貢
」
は
そ
の
恰
好
の
材
料
と
な
っ
た
。

一
七
四

一
方
、
中
国
と
直
接
国
境
を
接
す
る
高
句
麗
は
、
南
北
朝
時
代
を
通
し
て
北

朝
・
南
朝
に
頻
繁
に
遺
使
朝
貢
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
高
句
麗
は
自
身
が

朝
貢
す
る
の
み
な
ら
ず
、
「
粛
慎
」
に
よ
る
朝
貢
を
媒
介
す
る
こ
と
で
、
中
国

側
の
要
求
に
よ
り
積
極
的
に
答
え
よ
う
と
し
た
。

高
句
麗
は
広
開
土
王
の
功
績
に
よ
っ
て
大
き
く
領
土
を
拡
大
し
、
か
つ
て
繭

慌
が
居
住
し
て
い
た
地
域
を
支
配
下
に
お
さ
め
た
。
ま
た
貌
晋
時
期
に
は
「
粛

慎
」
が
朝
貢
主
体
と
な
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
南
北
朝
時

代
に
な
る
と
粛
慎
の
代
表
的
な
朝
貢
品
で
あ
る
「
措
矢
」
自
体
が
遠
夷
来
賞
の

象
徴
と
し
て
の
意
義
を
有
し
、
そ
の
朝
貢
主
体
が
踊
慌
で
あ
る
必
要
性
が
薄
れ

て
い
た
。
果
た
し
て
、
南
北
朝
時
代
に
「
踊
慎
」
が
実
在
し
た
か
ど
う
か
は
定

か
で
は
な
い
が
、
旧
踊
慎
地
域
を
領
有
し
て
い
る
高
句
麗
は
、
「
措
矢
」
を
貢

納
す
る
こ
と
で
粛
慎
朝
貢
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
粛
慎
朝
貢
へ
の
介
入
を
例
と
し
て
、
高
句
麗
が
中

国
と
の
関
係
を
あ
く
ま
で
宗
主
国
と
朝
貢
国
・
被
冊
封
国
と
位
置
づ
け
な
が
ら
、

そ
の
関
係
を
自
国
の
利
害
に
基
づ
い
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
章
・

加
耶
諸
国
の
対
外
関
係

本
章
で
は
、
高
句
麗
の
南
進
の
影
響
を
受
け
た
朝
鮮
半
島
南
部
と
倭
の
交
流

に
つ
い
て
、
そ
の
紐
帯
の
変
化
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
特
に
前
期
加
耶
の

中
心
地
で
あ
っ
た
金
官
加
耶
と
倭
の
関
係
を
通
し
て
、
両
国
・
両
地
域
が
何
を

媒
介
と
し
て
関
係
を
成
立
さ
せ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
て
検
討
を
行

っ
た
。



当
初
、
金
官
加
耶
と
倭
は
、
鉄
と
食
料
・
硬
玉
製
勾
玉
な
ど
具
体
的
な
交
易

品
を
媒
介
と
す
る
地
域
間
交
易
関
係
を
形
成
し
て
い
た
。
当
時
、
倭
は
製
鉄
技

術
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
鉄
素
材
・
鉄
製
品
に
関
し
て
は
、
金
官
加
耶

か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。
後
に
、
高
句
麗
・
新
羅
の
圧
迫
に
よ
っ
て
金
官

加
耶
が
危
機
的
状
況
に
陥
る
と
、
鉄
の
対
価
と
し
て
軍
事
的
援
助
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
地
域
聞
の
交
易
か
ら
国
家
間
の
外
交
へ
と
、
そ

の
関
係
の
内
実
が
変
化
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
か
し
六
世
紀
に
入
り
、
倭
に
お
い
て
製
鉄
が
開
始
さ
れ
る
と
、
軍
事
的
援

助
の
対
価
と
し
て
鉄
の
相
対
的
価
値
が
低
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
金
官
加
耶

衰
退
後
に
成
長
し
て
き
た
大
加
耶
は
、
倭
か
ら
軍
事
的
援
助
を
得
る
こ
と
が
で

き
ず
、
そ
れ
が
加
耶
諸
国
衰
退
の
一
悶
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
加
耶
地
域
へ
侵
攻
す
る
た
め
に
倭
の
軍
事
的
援
助
を
必
要
と
し
た

百
済
・
新
維
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
中
国
か
ら
得
た
文
物
な
ど
の
対
仰
を
支
払
っ
て

倭
の
協
力
を
得
ょ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
金
官
加
耶
が
鉄
の
対
側
と
し
て

倭
か
ら
軍
事
的
援
助
を
得
た
と
い
う
前
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
章
で
は
、
朝
鮮
と
日
本
に
お
い
て
は
、
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
先
進
文

化
と
は
別
に
、
「
加
耶
の
鉄
」
や
「
倭
の
軍
事
的
援
助
」
な
ど
を
媒
介
と
し
て
、

各
地
域
の
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
四
章

六
世
紀
の
日
朝
関
係

本
意
で
は
、
「
任
那
問
題
」
を
媒
介
と
す
る
百
済
・
新
羅
と
倭
の
関
係
に
つ

い
て
、
倭
の
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
概
観
し
た
。
特
に
、
百
済
・
新
羅
に
よ
る
協

朝
鮮
三
国
時
代
に
お
け
る
対
外
関
係
史
研
究

力
要
請
に
対
し
て
、
倭
が
知
何
な
る
対
応
を
し
た
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
、

便
宜
上
、
欽
明
期
(
五
四
O
l
五
七
一
)
・
敏
達
期
(
五
七
二
i
五
八
五
)
・
推
古

期
(
五
九
三
1
六
二
八
)
の
三
期
に
分
け
て
整
理
し
た
。

六
世
紀
の
朝
鮮
半
島
で
は
、
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
に
よ
る
三
国
鼎
立
が
決

定
的
と
な
り
、
三
国
の
実
力
が
桔
抗
す
る
中
で
同
盟
相
手
と
し
て
倭
の
地
位
が

向
上
し
て
い
た
。
当
該
時
期
の
倭
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
朝
鮮
半
島
情
勢
を
視

野
に
入
れ
た
広
純
な
対
外
関
係
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
六
世
紀
の
倭

の
対
外
政
策
は
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
金
官
加
耶
の
領
有
問
題
で
あ
る
「
任
那
問

題
」
の
解
決
を
主
要
な
目
的
と
し
て
お
り
、
任
那
か
ら
「
任
那
の
調
」
を
獲
得

す
る
と
い
う
具
体
的
か
つ
狭
小
な
外
交
を
展
開
し
て
い
た
。

例
え
ば
、
百
済
・
新
羅
に
圧
迫
さ
れ
た
高
句
麗
は
、
倭
の
協
力
を
得
る
た
め

に
使
者
を
派
遣
し
た
が
、
倭
は
冷
淡
な
対
応
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
任
那

問
題
」
を
紐
帯
と
す
る
対
外
関
係
は
、
当
事
者
で
あ
る
百
済
・
新
緑
・
倭
・
加

耶
諸
国
の
み
で
形
成
さ
れ
、
高
句
麗
や
中
国
は
そ
の
外
側
の
存
在
と
認
識
さ
れ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
推
古
朝
に
至
っ
て
遣
時
使
派
遣
が
行
わ
れ
た
後
、
倭
の
対

外
認
識
は
高
句
麗
ま
で
広
が
っ
た
も
の
の
、
陪
を
中
心
と
す
る
国
際
秩
序
の
存

在
が
正
確
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

本
章
で
は
、
倭
の
外
交
世
界
が
百
済
・
新
羅
な
ど
朝
鮮
半
島
南
部
を
中
心
に

展
開
し
て
お
り
、
高
句
麗
・
中
国
は
そ
の
外
部
の
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
、
倭
が
長
期
に
亘
っ
て
中
国
を
中
心
と
す
る
国
際
社
会
か
ら

姿
を
消
し
た
一
つ
の
要
因
と
し
て
理
解
し
た
。

一
七
五



第
五
章

古
代
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
仏
教
と
対
外
関
係

本
章
で
は
、
「
仏
教
」
を
介
し
た
地
域
間
交
流
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
特
に
、

朝
鮮
半
島
で
発
見
さ
れ
た
尚
句
胞
・
百
済
の
仏
教
銘
文
に
注
目
し
、
中
国
の
仏

教
銘
文
と
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
仏
教
を
介
し
た
高
句
麗
・
百
済
の
対
外

関
係
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

ま
ず
、
高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
銘
文
を
収
集
し
、
写
真
や
拓
本
、
あ
る
い
は

既
存
の
釈
読
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
移
録
を
作
成
し
、
銘
文
の
形
式
を
抽
出
し

た
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
造
像
碑
な
ど
仏
教
関
連
の
銘
文
が
多
く
残
る
北
朝
の

例
を
中
心
に
比
較
検
討
し
、
そ
の
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

結
果
、
高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
銘
文
の
形
式
は
概
ね
北
朝
銘
文
の
形
式
と
類

似
し
て
い
る
が
、
北
朝
仏
教
銘
文
と
異
な
り
、
国
王
崇
拝
・
鎮
護
国
家
を
意
識

し
た
認
が
あ
ま
り
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
北
朝
で
は
、
仏
教
が
支

配
構
造
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
、
造
像
銘
な
ど
に
も
皇
帝

崇
拝
・
鎖
護
国
家
を
意
識
し
た
語
句
が
し
ば
し
ば
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
高

句
腿
・
百
済
で
は
、
北
朝
に
お
け
る
国
家
と
仏
教
の
関
係
を
そ
の
ま
ま
移
植
し

た
の
で
は
な
く
、
仏
教
の
「
様
式
・
形
式
」
と
い
う
表
面
的
な
部
分
の
み
を
受

容
し
た
と
推
測
で
き
る
。

本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
銘
文
形
式
な
ど
が
国
家
聞
の
交
流
で
は
な
く
、
地

域
聞
の
交
流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
を
提
示
し
、
と
り
わ
け
、
北
朝

か
ら
高
句
麗
へ
流
入
し
た
人
々
が
そ
の
担
い
手
と
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。

一
七
六

結

日命

冊
封
体
制
は
当
然
、
宗
主
国
た
る
中
国
の
理
想
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、

高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
、

そ
の
受
容
の

あ
り
方
が
異
な
っ
て
い
る
。

高
句
麗
は
、
中
国
に
と
っ
て
理
想
的
な
国
際
秩
序
の
あ
り
方
を
正
し
く
理
解

し
、
積
極
的
に
中
国
側
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
で
、
国
際
社
会
に
お
け
る
自
国

の
安
全
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
の
最
も
大
き
な
要
因
は
、
「
問
罪
」
に
よ
る
武

力
行
使
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
り
わ
け
、
曹
貌
・
前
燕
の
攻
撃
に
よ
っ

て
王
都
が
陥
落
し
た
経
験
が
あ
る
高
句
麗
に
と
っ
て
そ
れ
は
現
実
的
な
問
題
で

あ
り
、
中
国
に
と
っ
て
理
想
的
な
「
朝
貢
国
」
と
し
て
自
国
を
位
置
づ
け
よ
う

と
し
た
と
い
え
る
。

百
済
・
新
羅
の
場
合
、
中
国
の
脅
威
と
直
面
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
六
世
紀
前
半
の
百
済
は
雨
朝
偏
重
外
交
を
展
開
し
て
い
た
が
、
高
句
麗

と
の
関
係
が
悪
化
す
る
と
、
南
朝
で
は
な
く
北
朝
に
対
し
て
高
句
麗
討
伐
を
要

請
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
か
ら
の
直
接
的
な
武
力
行
使
を
被
る
可
能

性
が
低
い
百
済
で
は
、
北
朝
・
南
朝
と
の
関
係
よ
り
も
、
高
句
麗
と
の
関
係
の

方
が
よ
り
切
迫
し
た
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

一
方
で
、
百
済
・
新
羅
は
加
耶
侵
攻
を
目
指
し
、
互
い
に
倭
の
軍
事
的
援
助

を
求
め
た
。
「
任
那
問
題
」
と
い
う
共
通
利
害
を
有
す
る
の
は
百
済
・
新
羅
・

加
耶
・
倭
で
あ
り
、
そ
の
中
に
高
句
麗
や
中
国
は
含
有
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、

「
任
那
問
題
」
を
媒
介
と
す
る
対
外
関
係
は
、
必
然
的
に
狭
小
な
範
囲
に
と
ど



ま
っ
た
も
の
と
想
定
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
国
際
関
係
は
、
各
国
の
対
外
認
識
・
交
流
施
凶
の
広
が
り
と
連

関
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
代
以
前
に
お
い
て
は
、
東
夷
諸
国
の

中
で
「
冊
封
」
を
媒
介
と
す
る
中
国
中
心
の
国
際
秩
序
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
は
高
句
麗
・
百
済
で
あ
り
、
新
羅
・
倭
は
厳
密
に
は
そ
の
外
側
に
位
置
し

て
い
た
。
一
方
、
「
任
郡
問
題
」
を
媒
介
と
す
る
国
際
関
係
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
は
百
済
・
新
緑
・
倭
・
加
耶
諸
国
で
あ
り
、
高
句
腿
・
中
国
は
そ
の

外
側
に
位
置
し
て
い
た
。

以
上
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
朝
鮮
諸
国
は
中
国
に
と
っ
て
は
重
視
す
べ
き

日
本
に
と
っ
て
は
共
通
利
害
を
有
す
る
「
同
盟
凶
」
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
二
つ
の
対
外
関
係
の
輸
の
中
に
包
括
さ
れ
た
朝
鮮

と
り
わ
け
巧
み
な
外
交
を
展
開
す
る
に

「
朝
貢
悶
」
で
あ
り
、

諸
国
は
、
束
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
も
、

至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
朝
鮮
」
を
中
心
と
す
る
視
点
は
、
複
雑
に
絡
み
合
う

京
ア
ジ
ア
諸
国
の
対
外
関
係
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
視
座
を
提
供

し
て
く
れ
る
。

ま
た
、
本
論
文
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
対
外
関
係
と
い
う
の
は
何
を
そ
の
紐

都
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
広
が
り
方
が
異
な
っ
て
く
る
。
国
家
聞
の
交
流
か
ら
、

地
域
聞
の
交
流
へ
目
を
向
け
て
み
る
と
、
異
な
っ
た
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
、
「
仏
教
」
を
紐
帯
と
す
る
関
係
は
、
国
家
の
関
係
と

は
異
な
る
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
対
外
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方
を
比
較
検
討
し

な
が
ら
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
朝
鮮
に
お
い
て
、

朝
鮮
三
国
時
代
に
お
け
る
対
外
関
係
史
研
究

地
域
間
交
流
が
顕
著
に
表
れ
て
く
る
の
は
、
商
人
の
活
動
が
活
発
に
な
る
統
一

新
羅
以
降
で
あ
る
。
北
ア
ジ
ア
遊
牧
国
家
や
西
域
諸
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な

ど
も
視
野
に
入
れ
た
、
朝
鮮
諸
国
の
広
範
な
対
外
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

駐①
東
ア
ジ
ア
枇
界
論
・
冊
封
体
制
論
に
関
し
て
は
、
西
嶋
定
生
「
六
|
八
世
紀

の
束
ア
ジ
ア
」
(
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
二
、
岩
波
書
倍
、
一
九
六
二
)
が
代

表
論
文
で
あ
る
。

②
冊
封
・
朝
貢
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ア
パ
ン
ク
』
・
同
司
包
号

gwな
ど
の
諸
説

を
批
判
的
に
継
ホ
し
た
浜
下
武
志
氏
の
「
朝
貢
シ
ス
テ
ム
諭
」
、
茂
木
敏
夫
氏
の

「
中
華
世
界
の
近
代
的
再
編
」
、
佐
藤
悦
一
氏
の
「
万
国
公
法
付
会
論
」
な
ど
の

諸
説
が
あ
る
。
浜
下
武
志
『
朝
貢
シ
ス
テ
ム
と
近
代
ア
ジ
ア
』
(
岩
波
書
応
、
一

九
九
七
)
、
茂
木
敏
夫
『
変
容
す
る
近
代
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
』
(
山
川
出
版

社
、
一
九
九
七
)
、
佐
藤
恨
一
『
近
代
中
凶
の
知
識
人
と
文
明
』
(
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
九
六
)
参
照
。
ま
た
、
こ
う
し
た
附
封
体
制
・
判
武
体
制
論
に
つ

い
て
は
、
村
田
雄
二
郎
「
京
ア
ジ
ア
は
ど
こ
に
あ
る
か
?
|
冊
封
H
朝
貢
体
制

論
再
考
」
(
『
ア
ジ
ア
研
究
』
五
、
二

O
一
O
)
に
研
究
動
向
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

③
旗
聞
説
「
十
l

十
二
世
紀
の
京
ア
ジ
ア
と
日
本
」
(
「
岩
波
締
出
日
本
歴
史
』

問
、
岩
波
書
応
、
一
九
六
二
)
、
菊
池
英
夫
「
総
説
|
研
究
史
的
回
顧
と
展
望

|
」
(
吋
隙
府
帝
国
と
束
ア
ジ
ア
世
界
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
)
、
堀
敏
一
『
中

国
と
古
代
束
ア
ジ
ア
世
界
l
中
華
的
世
界
と
諸
民
侠
|
』
(
岩
波
書
庖
、
一
九
九

一
二
)
、
山
内
晋
次
「
日
本
古
代
史
研
究
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
世
界
論
|
西
嶋
定
生

氏
の
東
ア
ジ
ア
世
界
論
を
中
心
に

l
」
(
『
新
し
い
.
聡
史
学
の
た
め
に
』
二
三

0
・
二
三
一
、
一
九
九
八
)
な
ど
参
照
。

④
注
③
旗
聞
説
前
掲
論
文
、
鬼
頭
清
明
『
日
本
古
代
国
家
の
形
成
と
束
ア
ジ
ア
』

一
七
七



一
七
八

(
校
倉
書
房
、
一
九
七
六
)
、
武
田
幸
男
「
序
説
五
1
六
世
紀
東
ア
ジ
ア
史
の
一

視
点

l
高
句
麗
『
中
原
高
句
麗
碑
』
か
ら
新
羅
『
赤
城
碑
』
へ

l
」
(
『
朝
鮮
三

国
と
倭
国
』
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
四
、
学
生
社
、
一
九

八
O
)
、
李
成
市
「
束
ア
ジ
ア
共
通
の
歴
史
認
識
に
向
け
て

l
高
句
麗
史
の
帰
属

問
題
を
中
心
に
」
(
『
史
海
』
五
十
五
、
二

O
O八
)
な
ど
参
照
。

⑤
谷
川
道
雄
「
束
ア
ジ
ア
世
界
形
成
の
史
的
構
造
|
冊
封
体
制
を
中
心
と
し
て

ー
」
(
『
陪
唐
帝
国
と
束
ア
ジ
ア
世
界
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
)
、
注
③
山
内
晋

次
前
掲
論
文
、
注
④
李
成
市
前
掲
論
文
な
ど
参
照
。

⑥
注
③
山
内
晋
次
前
掲
論
文
、
酒
寄
雅
志
「
華
夷
思
想
の
諸
相
」
(
『
湖
海
と
古

代
の
日
本
』
校
倉
書
房
、
二

O
O
て
初
出
『
自
意
織
と
相
互
理
解
』
ア
ジ
ア

の
な
か
の
日
本
史
V
、
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
)
、
広
瀬
憲
雄
「
古
代
束

ア
ジ
ア
地
域
対
外
関
係
の
研
究
動
向
」
(
『
歴
史
の
理
論
と
教
育
』
一
二
九
・
一

三
O
、
二

O
O八
)
、
李
成
市
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
民
族
と
国
家
』
(
岩
波
書
庖
、

一
九
九
八
て
注
④
同
氏
前
掲
論
文
な
ど
参
照
。

⑦
茂
木
敏
夫
「
中
国
か
ら
見
た
〈
朝
貢
体
制
v
l
理
念
と
実
態
、
そ
し
て
近
代

に
お
け
る
再
定
義
|
」
(
『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
』
一
、
二

O
O六
)
参
照
。


